
差出人: 大和＠産業医大 yamato@med.uoeh-u.ac.jp
件名: 【産業医大タバコメルマガ200708】①岩波書店「世界」に寄稿「改正健康増進法施行による前進と課題」②論文紹介

「フロア分煙は不適切」
日付: 2020年7月8日 11:55
宛先: 大和大学メアド yamato@med.uoeh-u.ac.jp

159自治体を含む3852名のタバコ対策担当者様、EBTC会員、名刺交換・講演・原稿依頼をされた方へ　3201-3852
　　　産業医科大学　大和より（知人への転送・拡散・紹介歓迎。不要の方は「不要」とお返事下さい）

大雨の被害に遭われた方、地域の皆様にお見舞い申しあげます。
日田、天瀬、久留米、熊本、菊池、長崎、佐賀・・・、しばしば用務で行く場所なので心配です。

①岩波書店「世界」に寄稿「禁煙社会への前進と課題：改正健康増進法施行」
　改正法全面施行後に残る課題を指摘しました。本日発売（2020年8月号）。見出しとキーワードを紹介します。
　・進み始めた禁煙化
　・喫煙対策を阻害する根本問題（自民党たばこ議員連盟にも触れています）
　　　　　　　　　　　　　　　↓衆議院本会議場の横の喫煙室を案内する松沢成文参議院議員

　・学校や病院における進捗と課題：屋外の喫煙場所を残している自治体
　・一般企業などの進捗と課題：喫煙専用室を清掃する業者の受動喫煙
　・小規模飲食店の課題と期待：東京都と千葉市の条例を全国へ
　・職業的曝露のさらなる減少を：国民の病気のリスクを減らそう　
　週刊＊＊ダイなどと違い、タバコマネーが入っていないからこういう企画ができるのだと思います。
　ぜひ、ご購入の上、読んで頂ければ嬉しいです（850円＋税）。

②論文紹介「フロア分煙の某ホテルにおけるPM2.5濃度の測定」
　京都女子大学の大学生、小西彩絵さんの卒業論文です。測定の助言と論文の作成を手伝いました。
　ホテルなどのフロア分煙では受動喫煙は防止できないことを示した論文が出版されました。
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　ホテルなどのフロア分煙では受動喫煙は防止できないことを示した論文が出版されました。
　・エレベーターが喫煙フロアの箱がタバコの煙を運ぶこと
　・エレベーターや階段の空間が煙突のようになっていること　　
　が原因でしょう（エアコンはフロア単位で独立していますので）。
　上のフロアに宿泊していても、早朝、朝食の匂いがすることも同じ理由でしょう。
　全ルーム禁煙になることでフロアを超えて曝露される受動喫煙がなくなるので歓迎すべきことです。
　以下からダウンロードできます。
http://www.jstc.or.jp/uploads/uploads/files/journal/gakkaisi_200327_11.pdf

　最近オープンしたホテルは全ルーム禁煙（フロントに喫煙室）がスタンダードになりつつあります。
　喫煙フロアを残していたホテルも改装を機に禁煙フロア化が進んでいます。
　（地元の小倉ステーションホテルも３月、増進法の施行前に喫煙フロアを禁煙化しました）
　喫煙フロアを残しているホテルには、「微妙に臭い」とクレームを入れると良いでしょう。
　そんなホテルに泊まってしまった場合、予約サイトの感想、お客様の声に書き込むと効き目があります。
　そうすることのメリットがもう一つ。
　タオルは喫煙ルームのも禁煙ルームのも一緒くたに洗いますので、微妙なタバコ臭がなくなることです。
　ですから私は全ルーム禁煙のホテルを選んで宿泊します。
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807-8555　北九州市八幡西区医生ヶ丘１−１　
産業医科大学　産業生態科学研究所　健康開発科学研究室　大和　浩
ダイヤルイン：093-691-7473
タバコ対策ホームページ：http://www.tobacco-control.jp/
無料のメルマガのバックナンバーです（↓）。受信は「メルマガ希望」と返信して下さい。
www.tobacco-control.jp/backnumber.htm
参考：「禁煙の教科書」　　　https://workplace-kinen.t-pec.co.jp/
３日経っても返信がない場合、リマインドメールをいただけないでしょうか。


